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(c) Japan Transport Research Institute , inc. 2017 

本日の報告内容

1. 研究の背景と目的

2. 中部国際空港と他空港の比較

3. 中部国際空港に関する意識調査

4. 今後の利用促進に向けた提言

1
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１－１ 研究の背景

2

〇中部国際空港は開港から10年以上が経過
・開港当初から黒字経営
・近年は、旅客数、発着回数も堅調推移

〇一方、空港を取り巻く環境は、大きく変化
・羽田空港の再国際化
・関西２空港の経営統合
・オープンスカイ交渉の推進
・LCCの台頭

国内外において空港間競争の時代
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１－２ 国際線の航空旅客数の推移
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⽻⽥

開港当初は第３位、現在では羽田空港に抜かれ、
福岡、那覇、新千歳空港にも迫られている・・
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１－３ 研究の目的

4

我が国の政策は、国際競争力の強化を目指し、
〇首都圏空港の更なる機能強化を推進
〇東京～名古屋間でリニア新幹線が開通予定

開港から現在までの状況を振り返り、
今後の更なる利用促進に向け、何が必要かを検討

刻々と変化する社会情勢を踏まえ、今一度、国際拠点空港
である中部国際空港のあり方について検討するべきでは？
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１－４ 研究の着眼点

5

過去の調査による中部国際空港に関する提言（一例）
【SWOT分析を踏まえた６つの基本戦略 】
①中部圏の産業集積と伴走するビジネス航空需要の増進
②世界のインバウンドニーズに応える魅力創造
③中部圏のグローバル化を促すアウトバウンドニーズの創出
④航空需要の多様化への積極的対応
⑤スーパーメガリージョンの要の地域の形成
⑥信頼性で選ばれる空港の形成

具体的な取り組みについては、既に十分整理されているが、
優先的に何を取り組むべきか検討することが重要では？

中部圏航空・空港政策の戦略調査（（公財）中部圏社会経済研究所・平成27年3月））
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本日の報告内容

1. 研究の背景と目的

2. 中部国際空港と他空港の比較

3. 中部国際空港に関する意識調査

4. 今後の利用促進に向けた提言

6

他空港との比較を通して、
中部国際空港が現在置かれている状況を把握
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２－１ 中部国際空港の位置

7

中部国際空港

100㎞

200㎞

300㎞

開港 2005年2月

所在地 愛知県常滑市

滑走路 3500m×60ｍ

運用時間 24時間

400㎞

東京

大阪
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２－２ 中部国際空港へのアクセス

8
出典：中部国際空港株式会社ホームページ

※2017年6月時点

駐車場（空港内）

収容台数 5,800台
営業時間 24時間

料金 最大1,500円/日

空港バス（名古屋⇔空港）

所要時間 約55分
料金 1,500円

鉄道（名古屋⇔空港）

所要時間 約28分
特急料金 1,230円

名古屋の中心部から好アクセス
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２－３ 中部国際空港の航空ネットワーク

9
出典：中部国際空港株式会社提供資料

※2017年3月時点

成田、関空と比べ
国際線は３９都市に留まる
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２－４ 最近の動向

10

ジェットスター・ジャパン
5月24日「中部国際空港に拠点を開設」

写真：エアアジア・ジャパン HP・プレスリリース出典：ジェットスター・ジャパン HP・プレスリリース
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２－４ 最近の動向

11

エアアジア・ジャパン
10月29日「中部国際空港-新千歳空港」で初便就航

写真：エアアジア・ジャパン HP・プレスリリース
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２－５ 比較対象空港

1212

①中部国際空港

②東京国際空港
（羽田空港）

③成田国際空港

④関西国際空港

⑤大阪国際空港
（伊丹空港）

⑧福岡空港

⑥県営
名古屋空港

100㎞

200㎞

300㎞
400㎞

⑦新千歳空港

⑨那覇空港

中部国際空港と他空港、
計９港を比較
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２－６ 国内線+国際線の航空旅客数の推移
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成⽥

（万⼈／年）※国内・国際合計

関空
福岡
新千歳
那覇
伊丹

名古屋

中部

出典：空港管理状況調書（国土交通省航空局）

開港から減少傾向が続き、近年は増加傾向
であるが開港当初の水準に戻っていない・・

2005年：愛知万博

（年度）
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２－７ インバウンド需要

14
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出典：各年（暦年）の出入国管理統計（国土交通省航空局）を基に作成

注）インバウンドとは訪日外国人旅行者を指す

US㌦／円レート

近年は増加傾向であるが
他の空港はもっと増加している・・
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⾸都圏１都３県のみ
を訪問
46%

⾸都圏１都３県以外

も訪問…

⾸都圏１都３県以外のみ
を訪問
10%

成⽥国際空港利⽤

２－８ 外国人訪問者の周遊パターン

15

中部３県のみ
を訪問
35%

中部３県
以外も訪

問
50%

中部３県以外のみを
訪問
15%

中部国際空港利⽤

注）東京都
千葉県
埼⽟県
神奈川県

出典：ＦＦ-ＤＡＴＡ（訪日外国人流動データ）より作成（国土交通省、データ年次は2014年）

関⻄２府４県のみ
を訪問
56%

関⻄２府４県以外
も訪問
38%

関⻄２府４県以外
のみを訪問

6%

関⻄国際空港利⽤

注）愛知県
岐⾩県
三重県

注）⼤阪府
京都府
兵庫県
滋賀県
奈良県
和歌⼭県

約15％が、中部３県を
スルーし他地域を訪問
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２－９ 人気の観光スポットランキング

16

2015年4月～2016年3月の1年間にトリップアドバイザー上
の日本の観光スポットに投稿された外国語の口コミの評価、
投稿数などをもとに、トリップアドバイザー社が集計
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順位 観光地名 所在地

1位 伏見稲荷大社 京都府京都市

2位
広島平和記念資料館

（原爆ドーム、広島平和記念公園）
広島県広島市

3位 宮島（厳島） 広島県廿日市市

4位 東大寺 奈良県奈良市

5位 サムライ剣舞シアター 京都府京都市

6位 新宿御苑 東京都新宿区

7位 奈良公園 奈良県奈良市

8位 鹿苑寺（金閣寺） 京都府京都市

9位 アキバフクロウ 東京都千代田区

10位 清水寺 京都府京都市

11位 箱根彫刻の森美術館 神奈川県箱根町

12位 高野山奥之院 和歌山県高野町

13位 禅林寺永観堂 京都府京都市

14位 三十三間堂 京都府京都市

15位 栗林公園 香川県高松市

順位 観光地名 所在地

16位 白谷雲水峡 鹿児島県屋久島町

17位 成田山新勝寺 千葉県成田市

18位 浅草 東京都台東区

19位 大本山大聖院 広島県廿日市市

20位 兼六園 石川県金沢市

21位 沖縄美ら海水族館 沖縄県本部町

22位 立山黒部アルペンルート 富山県立山町

23位 河口湖 山梨県富士河口湖町

24位 弥山 広島県廿日市市

25位 明治神宮 東京都渋谷区

26位 京都駅ビル 京都府京都市

27位 サムライミュージアム 東京都新宿区

28位
ギア専用劇場

（ARTCOMPLEX1928）
京都府京都市

29位 城崎温泉 兵庫県豊岡市

30位 白川郷合掌造り集落 岐阜県白川村

２－９ 人気の観光スポットランキング
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２－１０ 地元が推進する観光需要喚起策

18

昇龍道キャンペーンをはじめとした
観光需要喚起策を展開しており、
愛知県、岐阜県、三重県などで
魅力を高める取り組みが既に実施

出典：中部国際空港株式会社提供資料
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２－１１ アウトバウンド需要

19
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出典：各年（暦年）の出入国管理統計国土交通省航空局）を基に作成

注）アウトバウンドとは日本人海外旅行者を指す

US㌦／円レート

減少傾向が続いている・・
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２－１２ 人口あたり国際旅客数
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国際線利用が少ない傾向・・・
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中部空港周辺

関西空港周辺
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２－１３ パスポート取得率
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21

岐阜県、三重県は全国平均を下回る
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２－１４ 国際旅客における空港別利用率

22
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２－１５ 経常利益
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23
出典：各空港のホームページを基に作成

利益は拡大傾向

関西空港の利益
は急増
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２－１６ 長期債務
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24
出典：各空港のホームページを基に作成

順調に返済が進んでいる



25

(c) Japan Transport Research Institute , inc. 2017 

２－１７ 中部空港と他空港の比較のまとめ

25

○ 旅客数は増加傾向にあるが、他空港は中部空港よりも
さらに増加している

○ インバウンド旅客の目的地が、中部圏以外になっている
可能性がある

○ 中部圏のアウトバウンド需要は減少傾向にあり、他空港
の利用へシフトしている傾向

○ 利益は黒字が継続し、経営は安定しているが、他空港
はそれ以上に大きな利益を上げている

中部国際空港単独で見ると、需要や利益は堅調に推移
しているが、他空港と比較すると、ポジションは低下
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本日の報告内容

1. 研究の背景と目的

2. 中部国際空港と他空港の比較

3. 中部国際空港に関する意識調査

4. 今後の利用促進に向けた提言

26

優先課題を抽出するため、中部国際空港の地元
住民や空港関係者の認識を把握
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３－１ 調査概要

27

（参考）平成27年度中部空港利用者数：1,042（千人）
平成25年国際旅客動態調査における中部空港の取得サンプル数：4,450

調査対象 愛知県、岐阜県、三重県

母集団 11,330（千人）※夜間人口合計

取得サンプル数 5,156

取得抽出率 0.05％

調査方法 ＷＥＢ方式

調査期間 ３月９日（木）～３月10日（金）

地元住民アンケート

空港関係者アンケート

調査対象 ・地方自治体（地元３県、周辺自治体等）
・産業界（地元関係団体等）
・空港会社
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３－２ 調査項目

28

地元住民
アンケート

• 居住地
• 中部国際空港の利用経験の有無
• 中部国際空港の利用目的
• 中部国際空港を選択した理由
• 中部国際空港があることによって受けた恩恵
• 中部国際空港に今後期待すること

空港関係者
アンケート

• 中部国際空港の課題に対する評価
• 中部国際空港があることによる恩恵
• 中部国際空港に今後期待すること
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３－３ 中部国際空港に対する評価

29

5%
5%

1%
7%
8%
9%
10%
11%
15%
19%

30%
34%

71%

0% 20% 40% 60% 80%

⽬的地への直⾏便がある

ちょうど良い時間帯の便がある

国際線の乗り継ぎ利便性がよい

公共交通でのアクセスが便利

マイカーでのアクセスが便利

空港内の施設が充実している

空港周辺の施設に魅⼒がある

LCCが就航している

会社や旅⾏代理店に指定された

中部空港利⽤だと代⾦が安い

情報提供で空港に魅⼒を感じた

その他

特にない

地元住民（空港選択理由） 空港関係者（課題に対する評価）

2 

5 

5 

2 

1 

2 

1 

2 

8 

2 

2 

4 

2 

2 

2 

3 

6 

8 

9 

12 

優先１位
優先２位
優先３位
合計

他空港よりも多くの外国⼈来訪者を
取り込むための取組みが必要

中部国際空港の、国際空港としての
地位を上げる取組みが必要

外国⼈訪問者に対して中部地域内で
周遊してもらう取組みが必要

さまざまな国籍の来訪者を取り込む
ための取組みが必要

中部地域の住⺠に中部国際空港を今
以上に利⽤してもらう取組みが必要

中部国際空港の国内線利⽤者を
さらに増やす取組みが必要

中部国際空港の国際・国内貨物取扱
量をさらに増やす取組みが必要

優先順位第３位
までを回答

（サンプル数︓16）

中部国際空港
利⽤経験者が回答

サンプル数
3,537

※あてはまるもの
すべてを回答
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３－４ 空港があることによる恩恵

30

34%

8%

10%

13%

14%

15%

21%

26%

42%

0% 20% 40% 60%

中部地域から海外
に⾏きやすくなった

中部地域から国内各地に
⾏きやすくなった

周辺道路等の社会インフラ
の整備が進んだ

中部地域に海外から多く
の⼈が訪れるようになった

中部地域の経済が発展した

中部地域に国内各地から多く
の⼈が訪れるようになった

特にない

中部地域の国際化
（国際教育を含む）が進んだ

中部地域のイメージ向上
につながった

地元住民 空港関係者

1

1

2

6

5

2

1

3

2

3

3

1

1

1

1

2

2

2

1

3

1

1

1

2

3

5

5

6

11

12

優先１位
優先２位
優先３位
順位不明
合計

中部地域から海外
に⾏きやすくなった

中部地域から国内各地に
⾏きやすくなった

周辺道路等の社会インフラ
の整備が進んだ

中部地域に海外から多く
の⼈が訪れるようになった

中部地域の経済が発展した

中部地域に国内各地から多く
の⼈が訪れるようになった

特にない

中部地域の国際化
（国際教育を含む）が進んだ

中部地域のイメージ向上
につながった

優先順位第３位
までを回答

（サンプル数︓16）

サンプル数
5,156

※あてはまるもの
すべてを回答
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３－５ 空港に今後期待すること

3131

22%
17%
18%
19%
21%
21%
22%
22%
23%

27%
27%
29%

34%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

マイカーでの
アクセス利便性の向上

中部国際空港内施設の充実
航空運賃や空港アクセス

費⽤の割安

国際線の乗継ぎ利便性向上

国内線の就航先の充実

空港周辺施設の充実

特にない

パック旅⾏商品の充実

LCCの誘致

地元住民 空港関係者

1

1

1

1

11

1

1

1

1

2

6

2

1

1

1

1

2

1

2

2

1

3

1

1

1

3

3

2

1

1

2

1

1

1

1

1

0
0
0

2
2

3
4
4
4

6
6

8
9

15

優先１位
優先２位
優先３位
優先４位
順位不明
合計

優先順位第４位
までを回答

（サンプル数︓16）
サンプル数

5,156

※あてはまるもの
すべてを回答

国内線の運⾏本数の増加

公共交通機関での
アクセス利便性の向上

国際線の運⾏本数の増加

国際線の就航先の充実

特にない

国際線の就航先の充実
観光地と⼀体となったＰＲ

国際線の運⾏本数の増加
公共交通機関での

アクセス利便性の向上
国内線の就航先の充実

LCCの誘致

パック旅⾏商品の充実

中部国際空港の安定経営

国内線の運⾏本数の増加
マイカーでの

アクセス利便性の向上
航空運賃や空港アクセス

費⽤の割安
SNS等での観光情報の提供

空港周辺施設の充実

中部国際空港内施設の充実
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３－６ 中部国際空港に関する意識調査のまとめ

32

○ 空港に関する評価について、
• 地元住民は目的地へ直行便があること
• 空港関係者は訪日外国人の取り込みの必要性

○ 空港があることで受けた恩恵について、
• 地元住民は、海外に行きやすくなった
• 空港関係者は、インフラ整備が進んだ

○ 空港に今後期待することについて
• 地元住民、空港関係者とも、国際線の就航先の充実

優先して取り組むべき施策は、国際線の就航先の充実
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本日の報告内容

1. 研究の背景と目的

2. 中部国際空港と他空港の比較

3. 中部国際空港に関する意識調査

4. 今後の利用促進に向けた提言

33

これまでの知見を踏まえ、中部国際空港の
今後の利用促進に向けた提言を示す
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４－１ 中部国際空港が抱える構造的環境

34

地元において、中部国際空港の重要性が共有されにくく、
危機感が生まれにくくなっているのでは？

• 後背圏は機械産業が盛んであり、
経済的に豊かな地域

• 東京圏及び関西圏の間に位置し、
両地域へのアクセス利便性が高い

• 利用状況は開港時より減少している
が、経営状況は安定

中部国際空港は・・・

愛知県の県民所得は
全国２位

リニア中央新幹線も
整備予定

危機的状況に直面し
ていない
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４－２ 今後の利用促進に向けた提言

35

①地元関係者による認識の共有

②目指すべき方向性の確認

③利用促進策の絞り込み

④関係者間の連携の強化
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４－２①地元関係者による認識の共有

36

①中部国際空港の利用状況は近年増加傾向にあるが、開港時より
も減少しており、その経済波及効果は開港時よりも減少（２割減）
⇒他空港の追い上げもあり、今後さらに効果が低下する可能性

②国内外の空港間競争に巻き込まれている
• 首都圏空港⇒発着回数を増加させる動き
• 関西国際空港⇒ＬＣＣを中心とした利用促進
⇒効果的な利用促進策を実施しなければ相対的に利用が低下す

る可能性

③現状は「安定」しているが、①、②により、将来的に、空港が「危機」
的な状況になる可能性

現状を評価し、「危機」意識を共有することが必要

現状から共有すべき懸念事項
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４－２②目指すべき方向性の確認

37

①国際ハブ空港
（成田空港、羽田空港など）

②ＬＣＣ拠点空港
（関西空港など）

③魅力的な観光地を後背圏にもつ地方空港
（新千歳空港、福岡空港など）

地元関係者間で、どの方向性を目指すのかを共有し、
それに向かって邁進することが必要

空港が目指すべき方向性の選択肢

①と②を見据えつつ、後背地の魅力を高め、
インバウンドの振興を図ることが重要ではないか？

地理的に近い、成田空港、羽
田空港、関西空港が、既に①
及び②の機能を有している
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４－２③利用促進策の絞り込み

38

FSA（フルサービス）
or

LCC（格安航空会社）

ＬＣＣの国際近距離路線の積極的な誘致

選択肢① 選択肢②

長距離路線
or

短距離路線

FSAは首都圏空港の発着枠拡大に向けた
投資を優先する可能性が大きい

長距離路線は、大きな投資となり確実な採
算性が前提。現状ではリスクが高い

意識調査では「国際線の就航先の充実」を優先すべきと回答

国際線の就航先の充実に向けターゲットの絞り込みが必要
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４－２④関係者間の連携の強化

39

①観光地の魅力を高める

例えば、最も中部空港に近い愛知県の魅力を高める。
特に、外国人向けの情報発信の強化

②大胆なポートセールスを実施する

例えば、空港会社が実施する空港諸経費の低減策を地
元地域で支援

利用促進策（例えば、国際路線の充実）を実行するに
は、今まで以上に地元の自治体、経済団体、観光団体、
空港会社の連携が必要

（具体的検討案）

既に昇龍道キャン
ペーン等で実施
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おわりに

40

利用促進策の実施の中心となるのは、当事者である空
港会社に加え、自治体、経済団体、観光団体等の地元
関係者である。

そのため、
① 地元関係者が現状に対する危機意識を共有し、
② 中部国際空港の目指すべき方向性と
③ 優先的に取り組む方策について合意を図り、

（例えば、ＬＣＣの国際近距離路線の積極的な誘致）
④ 地元関係者間の連携を強化しつつ、

中部国際空港の利用促進を図ることを期待したい。
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ご清聴ありがとうございました

本研究は本研究所の自主研究により実施しているものであり、
内容や見解は、すべて筆者の責任によるものです。

本研究を進めるにあたっては、東京大学西村幸夫教授を座長とした
学識経験者らからなる検討委員会を開催し、多大なるご指導、ご鞭
撻を頂きました。また、研究にあたって、公益財団法人中部圏社会経
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出典：中部国際空港株式会社ホームページ
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